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限
り
あ
る
水
を

も
っ
と
大
切
に

６
月
１
日
か
ら
水
道
週
間

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課

（
1
22
‐
０
２
６
９
）へ
。

ご
み
は
分
別
し
て
指
定
収
集
袋
で

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

市
で
は
、
ご
み
を
指
定
収
集
袋
に
よ

り
左
表
の
と
お
り
分
別
収
集
し
て
い
ま

す
。
地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
収
集
日

の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
ご
み
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
乾
電
池
・
体
温
計
・
温
度

計
・
蛍
光
灯
な
ど
の
有
害
ご
み
は
、
金

物
・
陶
磁
器
類
の
指
定
袋
が
入
っ
て
い

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
1
20
‐

１
５
３
２
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
1

20
‐
１
５
３
０
）へ
。

る
外
袋
か
、
中
身
が
確
認
で
き
る
袋
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
危
険
物
を
出
す
場
合
は
面
倒

で
も
必
ず
左
図
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
は
、
指
定
袋
に
入
ら
な
い

大
き
な
も
の
で
す
。
使
用
可
能
な
木
製

家
具
や
自
転
車
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ（
1
36
‐
１
０
０
０
）に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
粗
大
ご
み
は
、

い
ず
み
清
掃
工
場（
1
36
‐
１
６
８
９
）

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

面倒でも必ず行って

金物・
陶磁器類
（黄袋）

スプレー缶（使いきり穴をあけて）、アイロン、
トースターなどの小型家電、なべ、フライパ
ン、やかん、茶わん、皿、アルミホイル、そ
のほか（ほかの分別にあてはまらないもの）

分別名 対象となるもの

燃やせるごみ
（青袋）

料理くず、紙くず、木くず、葉、草、貝殻、
卵の殻、紙おむつ、衣類（天然繊維のもの）、
食用油（固めるか紙・布に染み込ませて）

ビニール・
プラスチック類
（白袋）

ビニール類、プラスチック類、ゴム類、ラッ
プ類、革製品、発泡スチロール、合成皮革、
石油製品、お菓子の袋、長靴、運動靴、スー
パーなどの買い物袋

ビン・カン・
ガラス
（赤袋）

アルミ缶、スチール缶、洋酒びん、ジュー
スびん、ビールびん、一升びん、ガラス製
品、板ガラス、ジャムなどのびん

道
水
は
、
地
下
水
と
河
川
水
が
水
源
で

す
。水

を
使
う
と
き
は
節
水
を
心
掛
け
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

漏
水
に
ご
注
意
を

使
用
水
量
が
極
端
に
多
い
と
思
っ
た

ら
、
漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
家
中

の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
星
型
パ
イ
ロ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー

や
、
ｌR

針
が
動
い
て
い
た
ら
、
早
急

に
成
田
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
連
絡
し
て
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
水
器
を
設
置
す
る
人
に

補
助
金
を
交
付

地
下
水
汚
染
対
策

飲
料
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
井
戸

水
か
ら
硝
酸
性
窒
素
・
亜
硝
酸
性
窒
素

ま
た
は
ヒ
素
が
基
準
値
を
上
回
っ
て
確

認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

そ
れ
ら
の
物
質
を
除
去
す
る
浄
水
器
を

設
置
す
る
人
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
15
万
円
を
限
度
に
、
浄

水
器
の
購
入
・
設
置
費
の
２
分
の
１
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
上
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
地
区
の
人
は
、
補
助
金
の
交

付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
硝
酸
性
窒
素
・
亜
硝
酸
性
窒

素
を
除
去
で
き
る
浄
水
器
は
、
逆
浸
透

膜
方
式
お
よ
び
イ
オ
ン
交
換
方
式
、
ヒ

素
を
除
去
で
き
る
浄
水
器
は
、
逆
浸
透

膜
方
式
が
あ
り
ま
す
。

スプレー缶（カセッ
ト用コンロ・殺虫
剤・ヘアスプレー）

ガソリン・灯油・
シンナーなどの缶 使い捨てライター

必ず使い切り、火
気のない風通しの
良い場所で穴を開
けてから、「金
物・陶磁器類」の
ごみ袋へ

必ず中身を空に
し、水で中をゆす
ぐ。栓を開けたま
まか、上ぶたを取
ってごみへ

必ず使い切ったあ
と、着火部分を壊
し、プラスチック
と金物に分別して
それぞれのごみ袋
へ
この
部分が
金属

有害ごみ
（黄袋が入っている外袋か
中身が確認できる袋）

乾電池・体温計・温度計・蛍光灯など

水は大切に使おうね
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環
境
影
響
評
価
方
法
書

を
縦
覧

一
般
国
道
４
６
８
号
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

業
に
先
立
ち
、
周
辺
を
含
め
た
地
域
の

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
、
調
査
や
予
測
お
よ
び
評
価

の
項
目
や
手
法
な
ど
を
定
め
た
環
境
影

響
評
価
方
法
書
が
市
に
送
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
意

見
を
広
く
聴
く
た
め
に
縦
覧
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
方
法
書
に
意
見
を
述
べ

た
い
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
６
月
３
日（
火
）〜
７
月
２
日

（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所
＝
県
都
市
政
策
課
ま
た
は
市
都
市

※
く
わ
し
く
は
県
都
市
政
策
課（
1
０

４
３
‐
２
２
３
‐
３
１
６
８
）、
ま

た
は
、
市
都
市
計
画
課（
1
20
‐
１

５
６
０
）へ
。

飼
い
主
は

愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

ペ
ッ
ト
の
飼
育
・
世
話
・
登
録
な
ど

ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情

を
も
っ
て
終
生
飼
う
た
め
に
も
、
次
の

点
に
注
意
し
て
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

・
ペ
ッ
ト
を
飼
お
う
と
す
る
前
に
、
終

生
飼
養
で
き
る
か
家
族
で
よ
く
話
し

合
う
こ
と
が
大
事
で
す

・
ペ
ッ
ト
の
世
話
を
よ
く
し
、
鳴
き
声

な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
へ
の
危
害
や

農
作
物
の
被
害
の
原
因
と
な
る
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

・
犬
の
散
歩
は
引
き
綱
を
つ
け
て
、
犬

の
動
き
を
制
御
で
き
る
人
が
行
い
、

排
せ
つ
物
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
猫
に

つ
い
て
も
他
人
の
敷
地
で
排
せ
つ
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す

・
ペ
ッ
ト
を
捨
て
た
り
虐
待
し
た
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
な
い

理
由
で
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫

は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す

ま
た
、
毎
週
月
曜
日（
閉
庁
日
を
除

く
）の
午
前
10
時
50
分
か
ら
11
時
ま

で
の
10
分
間
、
同
セ
ン
タ
ー
の
巡
回

車
が
市
役
所
に
来
て
引
き
取
り
を
行

っ
て
い
ま
す

・
犬
を
飼
う
場
合
は
登
録（
生
涯
一
度
）

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
、
鑑
札
・
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

転
入
や
譲
渡
な
ど
で
市
外
に
登
録
が

あ
る
犬
を
飼
う
場
合
は
、
登
録
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
犬
の
登
録
に
関
す
る
窓
口
＝
市
環
境

衛
生
課（
1
20
‐
１
５
３
１
）

【
相
談
・
手
続
き
な
ど
の
窓
口
】

一
般
国
道
４
６
８
号
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道（
大
栄
〜
横
芝
）の
建
設
事

ペットも家族の一員

市では、消費者の実態や意見、要望などを把握するため、

消費生活モニター制度を設けています。消費者の代表者であ

り、市民のみなさんと行政とのパイプ役である消費生活モニ

ターは、モニター会議や研修会などを通じ、消費生活を向上

させるためのお手伝いをしています。

今年度の消費生活モニター20人が決まりましたので紹介し

ます（敬称略）。

◇安藤絹代（中台） ◇磯野徳子（玉造） ◇岩井かず子（吾妻）

◇大木道子（吾妻） ◇岡本真理（囲護台） ◇小倉孝子（上町）

◇形野悦子（中台） ◇川又桜子（上福田） ◇桐原照子（中台）

◇小池啓子（並木町） ◇斎藤恵（加良部） ◇ 橋福子（幸

町） ◇武石延江（吾妻） ◇戸田和子（花崎町） ◇中村吉孝

（吾妻） ◇日置久恵（橋賀台） ◇福井照代（中台） ◇前林武

子（公津の杜） ◇松岡香代（郷部） ◇山下玲子（中台）

※くわしくは商工観光課（120-1540）へ。

消費生活モニターが
決まりました

計
画
課（
市
役
所
５
階
）

事
業
予
定
区
域
＝
起
点
・
大
栄
町
吉
岡

付
近
、
終
点
・
松
尾
町
谷
津
付
近

主
な
経
過
地
＝
成
田
市
、
多
古
町
、
芝

山
町
、
横
芝
町

意
見
書
の
提
出
＝
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
意
見
の
あ
る
人
は
、
書
面
に
よ
り

県
都
市
政
策
課（
千
葉
市
中
央
区
市

場
町
１
‐
１
）へ

提
出
期
限
＝
７
月
16
日（
水
）

●
咬こ

う

傷
事
故
な
ど
の
届
け
出
＝
佐
倉
保

健
所
成
田
支
所（
1
26
‐
７
２
３
１
）

●
犬
・
猫
の
引
き
取
り
＝
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー（
1
93
‐
５
７
１
１
）

●
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
各
種
相
談
＝（
財
）

千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会（
1
０

４
３
‐
２
２
１
‐
２
３
６
４
）

消費生活モニターのみなさん



国
土
交
通
省
で
は
、
６
月
に「
建
築

物
等
実
態
調
査
」を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
建
築
物
や
住
宅
の
建

築
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
国
や
県
の
住

宅
行
政
の
基
礎
資
料
に
す
る
た
め
に
毎
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国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
は
、
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年

金
額
を
見
直
す「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
物
価
指
数
は
平
成
11
年
か
ら

毎
年
下
が
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
年
金

額
も
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
据
え
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
厳
し
い
社
会
経
済

情
勢
を
受
け
て
、
平
成
15
年
４
月
か
ら

の
年
金
額（
６
月
13
日
支
払
い
分
か
ら
）

は
、
平
成
14
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の

低
下
分
０
・
９
％
の
み
を
引
き
下
げ
る

水道部では、赤水の発生を防ぐため、次のとおり水道管内の排水作業を行います。
予定地区では、一時的に減水あるいは赤水になることもありますので、ご了承ください。
なお、受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

６
月
支
払
い
分
か
ら

年
金
額
が
変
わ
り
ま
す

公
的
年
金

改
定
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
社
会
保
険
事
務

局
佐
原
事
務
所（
1
０
４
７
８
‐
54

‐
１
４
４
１
）へ
。

6月の水道水の排水作業日程

作業日 予定地区 作業時間
6月09日（月） 並木町（大久保台・成瀬台）地区
6月10日（火） 並木町（上記以外）・不動ヶ岡地区
6月11日（水） 飯田町・囲護台地区
6月12日（木） 宗吾・江弁須地区

※くわしくは市水道部工務課（122-0269）へ。

午後10時

午前4時
〜

新年金額

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
制
度

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

こ
の
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定

め
、「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

〜
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
〜
」を
啓
発
重
点
目
標
に
掲

げ
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

※
く
わ
し
く
は
市
民
相
談
所（
1
20
‐

１
５
０
７
）へ
。

混
信
障
害
の
な
い

放
送
を 成

田
テ
レ
ビ
中
継
局

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

建
築
物
等
実
態
調
査

毎
年
今
ご
ろ
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ（
東
京
タ
ワ
ー
受
信
）の
総
合
テ

レ
ビ
・
教
育
テ
レ
ビ
の
映
像
が
、
時
間

帯
に
よ
り
乱
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
外
国
電
波
が
異
常
に
伝
わ
る

た
め
に
起
こ
る
混
信
障
害
で
す
。

「
成
田
テ
レ
ビ
中
継
局
」の
電
波
を
受

信
す
る
と
混
信
の
な
い
き
れ
い
な
画
面

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
成
田
中
継

局
は
民
間
放
送
も
送
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
小
型
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
次
の

７
局
が
受
信
で
き
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
テ
レ
ビ
を
受
信
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
Ｕ
‐
Ｕ
混
合
器
で
混
合

し
ま
す
。

成
田
中
継
局
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
　
30

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
　
28

日
本
テ
レ
ビ
　
25

※
く
わ
し
く
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局

（
1
０
５
７
０
‐
０
０
３
４
３
４
）

へ
。

※
く
わ
し
く
は
建
築
指
導
課（
1
20
‐

１
５
６
４
）へ
。

老齢基礎年金（満額） 79万7,000円

障害基礎年金
（1級）99万6,300円

（2級）79万7,000円

遺族基礎年金（妻と子1人） 102万6,300円

Ｔ
Ｂ
Ｓ
　
　
　
23

フ
ジ
テ
レ
ビ
　
21

テ
レ
ビ
朝
日
　
19

テ
レ
ビ
東
京
　
17

成田テレビ中継局の電波できれいな画面を

調査にご協力を

年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
は
、６
月
10
日（
火
）か
ら
30

日（
月
）ま
で
不
動
ヶ
岡
、囲
護
台
、本
三

里
塚
の
各
地
区
の
一
部
に
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
す
。

市
内
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
人
権
に
か
か
わ
る
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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知らない男性から何度も電話
で、会いたいと誘われ、会っ

てみることにしました。食事などを
した後、宝石店に誘われて一緒に行
くと、「君にはこのネックレスが似
合うね。きれいだよ。」と誉められ、
つい断れなくなって、ダイヤのネッ
クレスの信販契約をしてしまいまし
た。60回払いで支払い総額120万円
の契約ですが、アルバイト収入だけ
では、支払っていけません。解約で
きるでしょうか。

1回だけの誘いでなく、何回も
親しげに電話で話をした後

Q

A
※くわしくは消費生活センター
（123-1161）へ。

に、「君にどうしても会いたい」など
と誘うデート商法は、販売目的を
隠して相手を呼び出して、宝石や教
養娯楽品など高額な商品を売りつけ
るのが目的の悪質商法です。
この販売方法は、契約後8日間は
クーリング・オフ（無条件で契約解
除）できますので、書面で契約解除
通知を出しましょう。
あこがれのタレント似の男性と
親しく話をし、楽しい雰囲気の中
で、何かの契約を勧められても、
「契約しません！帰ります！」
と、きっぱり断って、その場を立
ち去りましょう。遠慮なんかしな

い、気まずくなってもいい、という
強い意志をもつことが肝心です。
一度契約すると、次々と契約させ
られる例が多くあります。
8日以上経過しても販売方法に問
題があれば、解約できる場合もあり
ますので、どうぞご相談ください。

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民（行政）相談 月～金曜日 08：30～17：00 市役所2階相談室 市民相談所120-1507
市民生活相談（家事・民事） 月・木曜日 09：00～16：00 〃 〃
法律相談（予約制）

水曜日 13：00～16：00 〃 〃（裁判所で係争中の事件は除く）
人権・行政合同相談 19日（木） 10：00～15：00 市役所2階201会議室 〃
不動産相談 17日（火） 10：00～12：00 〃 〃
税務相談 17日（火） 10：00～15：00 市役所2階相談室 〃
外国人相談

12日（木）・26日（木） 13：00～16：00 市役所2階201会議室 〃（英語・中国語・スペイン語・ポルトガル語）

市民よろず相談 21日（土） 13：00～16：00 ユアエルム1階センタープラザ
市民よろず相談事務局
作田義美さん（123-3286）

女性就業（内職）相談
水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室 商工観光課122-1111 内線2724（来所前に要電話）

高齢者職業相談 月～金曜日 09：00～16：00 市役所2階高齢者職業相談室 商工観光課122-1111 内線2725
住宅相談（予約制）

12日（木） 10：00～12：00 成田商工会議所会議室
成田商工会議所122-2101

（住宅の電気に関する相談も含む） 9日（月）までに申し込みを
パートタイマー職業相談 月～金曜日 09：00～16：00 パートサテライト（商工会館１階） パートサテライト122-8281
消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター123-1161
年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課120-1526
交通事故相談 3日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室 市民生活課120-1527
心配ごと相談 木曜日 10：00～15：00 保健福祉館会議室 社会福祉協議会127-7755
酒害相談 5日（木）・19日（木） 09：00～12：00 〃 〃

介護相談 12日（木） 14：00～16：00
アイリス成田在宅介護支援センター

高齢者福祉課120-1537（公津の杜）120-7301
家庭児童相談 月～金曜日 09：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課120-1538
戦没者遺族相談 23日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 厚生課120-1536
健康体力相談 火曜日 09：00～12：00 市体育館 市体育館126-7251
就学相談（予約制） 月・火・木曜日 09：00～17：00 市役所5階会議室 教育指導課120-1582
教育相談（予約制） 火曜日 09：00～16：00 教育センター（市立図書館2階） 教育センター120-6336

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 10：00～17：00
教育相談室

教育相談室128-3234（ニュータウンセンタービル6階）


